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ヒューマン・ライツ・ウォッチは、世界中の人びとの権利と尊厳を守るために活動して

います。差別を阻止し、政治的自由を保障し、戦時下での非人道的行為から人びとを守

り、加害者を法の裁きにかける。そのために、人権侵害の被害者と人権活動家たちと共

に歩みます。人権侵害を調査し、その事実を広く知らしめ、加害者の責任を追求しま

す。各国政府や権力者に対して、人権侵害行為をやめ、国際人権法を守るように強く求

めます。また、すべての人びとの人権を守るという信念を共有するよう国際社会に働き

かけています。 

 

ヒューマン・ライツ・ウォッチは世界 40 カ国で展開している国際 NGO  (非政府組織)

です。アムステルダム、ベイルート、ベルリン、ブリュッセル、シカゴ、ジュネーブ、

ゴマ、ヨハネスブルク、ロンドン、ロサンゼルス、モスクワ、ナイロビ、ニューヨー

ク、パリ、サンフランシスコ、シドニー、東京、トロント、チュニス、ワシントン

DC、チューリッヒにオフィスがあります。 

 

さらに詳しく知りたい方は、是非こちらのウェブサイトをご覧ください。 

 http://www.hrw.org/ja（日本語） 

 

 

本報告書内の漫画は、ヒューマン・ライツ･ウォッチがインタビューした方々が、ご自

身の経験を自らの言葉で語ってくださったお話に基づいている。いくつかのシーンで

は、ストーリー展開に必要な文章が追加されている。© 2016 歌川たいじ
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「出る杭は打たれる」
日本の学校におけるLGBT生徒へのいじめと排除

日本の学校におけるいじめは深刻な問題だ。「まわりと違う」と思われた生徒が嫌がらせや脅迫、暴力の標的にされ
ている。本人の、もしくは周囲から思われている性的指向やジェンダー・アイデンティティ（性自認）を理由とした
いじめもそのひとつだ。しかし、日本の学校でのいじめが多数おきていること以上に衝撃的なのは、日本政府がこれ
まで、レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダー（LGBT）の生徒が抱える固有の脆弱性など、い
じめの原因に遡って対処することを長年にわたり怠り続けていることだ。学校では風紀と和の維持が重視され、政府
は「いじめはどの子供にも、どの学校でも起こりうる」ものなのだと、主張し続けている。

報告書「出る杭は打たれる」は、日本の性的マイノリティ（sexual and gender minority）の若者、そして教育の
専門家を対象に行った綿密な聞き取り調査を基にしたもの。日本の政策の欠点が、LGBTの生徒をいじめにさらす原
因にもなっているのみならず、知る権利や自己表現の自由へのアクセスをも危うくしている。包括的な性教育の欠如、
全国的な教育カリキュラムでLGBTのテーマに触れられていないこと、性的指向とジェンダー・アイデンティティに
関する教職員への必須研修がないことすべてが、LGBTの生徒を脆弱な立場に置く一因となっている。法律上（戸籍
上）の性別を自認する性（ジェンダー・アイデンティティ）に変更するためには「性同一性障害」（GID）の診断を
必要とする日本の制度は、厳格かつ差別的で問題が多い。この制度は、ジェンダー不一致の子どもたち（gender
nonconforming children） にも悪影響を与えている。

文部科学省は近年、LGBTの生徒の認識、理解、及び対応をめぐり前向きな措置を講じてきている。今後は、いじめ
問題に取り組む具体的な政策を策定して、更にもう一歩前進するべきだ。同性婚や雇用における反差別政策など
LGBTの権利に関する議論が活発化している現在は、日本政府がすべての子どもに対して、教育を受ける権利などの
分野で自ら約束している国際人権基準に沿った政策を実現するよい機会であると言える。
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